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研究成果の概要（和文）：　介護職員の就労意欲の向上にむけた介護現場の条件を探るために，特別養護老人ホームの
介護職員に意識調査を実施した．その結果，「仕事のやりがい感」「就労継続意識」は，年齢を重ね，実践力を培うこ
とによって有意に高まることが示唆された．介護職員の就労継続意識を維持・向上させるためには，単なる施設形態・
構造による影響だけではなく，介護現場の組織・運営力が重要である．今後は，職場内サポートのあり方を具体的に検
討していくことを課題とした．

研究成果の概要（英文）：　An attitude survey was administered to care workers at special nursing homes 
for the elderly in order to investigate care facility conditions to improve willingness to work among 
care workers. The results suggested that sense of worth in work and desire to continue employment are 
significantly increased by cultivating practical skills with age. In order to maintain and improve the 
desire to continue employment among care workers, it is crucial to consider not just effects due to the 
facility type and structure, but also the organizational and operational capabilities at the caregiving 
site. The need to review the best approach to provide support in the workplace was identified as an issue 
going forward.

研究分野： 社会福祉

キーワード： 介護職員　就労継続意識　特別養護老人ホーム　やりがい感　満足感　職場内サポート
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１．研究開始当初の背景 
厚生労働省は，これまでの特別養護老人ホ

ームにおける 4人部屋主体の住居環境を抜本
的に改善し，入居者の尊厳を重視したケアの
実現のために，2001 年「全室個室・ユニッ
トケアの新型の特別養護老人ホーム」の整備
を進めてきた．実際に個室・ユニットケアを
実施している施設は，2003 年 1.4%（総数
5084 ヶ所）から，2009 年には 18.7％（総数
6123 ヶ所）に急増している 1)．しかしながら，
特別養護老人ホームの待機者が 52 万人と言
われる中 ，経済的理由により多床室整備を
進め，待機者の緩和をさせる方向に傾いてい
る．特別養護老人ホームのケアに関する先行
研究では，外山 2) ，張・黒田ら 3) が，ユニ
ットケアの有効性について実証的に明らか
にしている．そのためユニットケアの有効性
について再検討する必要がある． 
また，2009 年 9 月から 2011 年 4 月まで特

別養護老人ホーム 10 箇所の介護職員の‘仕
事の有能感’に関する調査を実施した 4) ．そ
の結果，ユニット型施設の介護職員の‘仕事
の有能感’が有意に高かった．介護福祉士有
資格者については，従来型施設では有資格者
の意欲が有意に低い値を示していた．介護福
祉士登録者が100万人を超える勢いである一
方，潜在的介護福祉士が 33％（厚生労働省大
臣官房統計情報部）にも及ぶ現状から，介護
労働環境のみならず介護の魅力の点で益々
介護のリーダー的存在が現場を離れること
が予測される．ユニット型施設と従来型施設
の施設形態による仕事の肯定的意識の差異
が大きいというこれまでの調査結果を踏ま
え，更に，介護職員の背景要因から分析し，
今後の特別養護老人ホームのケアのあり方
を検討する必要がある． 
 
２．研究の目的 
本研究では，特別養護老人ホームにおける

今後のケアのあり方を，介護職員の‘就労意
欲’に焦点をあて施設特性からの影響につい
て探るものである．実際に働く介護職員の肯
定的感情から‘就労意欲’を捉え，その意欲
を向上するための介護現場の条件を探り，今
後に求められる地域包括ケアのシステムの
中での特別養護老人ホームでのケアの方向
性を示唆することを目指す． 
 
３．研究の方法 
1)介護職員の就労意識に関する質問紙調

査・聞き取り調査 
 特別養護老人ホームの介護職員に就労意
欲や職場内サポートに関する意識について
郵送調査し，その結果を踏まえて聞き取り調
査をする． 
(1)調査対象者 
協力が得られた特別養護老人ホーム 13 施

設（内，4 施設が個室・ユニット型施設）の
介護職員に，無記名自記式質問紙調査を実施

し，4 週間後に回収した．正規職員を中心に，
施設の職員数を考慮して，1 施設 50～100％
の割合で回答を得た． 
(2)調査時期：2013 年 8 月 1 日～2015 年 3 月末． 
(3)調査項目 
性別，年齢，勤務年数，教育背景等の基本

属性項目．就労に関する項目として，蘇ら 5)

の有能感尺度 15 項目に 5 項目を追加した 20
項目，満足感・やりがい感項目，職場内サポ
ート（上司サポート 8 項目，同僚サポート 8
項目）について「とてもそう思う（5点）」か
ら「全くそう思わない（1点）」の 5件法で答
えてもらった．就労継続意識については「継
続したい（5 点）」から「継続したくない（1
点）」の 5 件法の回答とその理由を自由記述
とした．やりがい感については「介護の仕事
をする上でどのようなやりがいを感じます
か」について自由記述とした． 
(4)倫理的配慮 
調査実施にあたっては，施設代表者に本研

究の目的や実施方法調査の協力を口頭と文
書で説明し，同意を得た．また，調査対象者
には文書にて依頼し，書面で，研究の趣旨，
協力は自由意思であること，匿名性・秘密保
持，研究で得た情報は本研究の目的以外には
流用しないことを明示し，研究協力を得た．
学会発表に当たっては，調査対象が特定され
ないように配慮した． 
(5)分析方法 
①介護職員の仕事有能感の因子構造を明ら
かにし,年代における就労継続意識と仕事の
有能感との関連性，仕事有能感・職場内サポ
ートから仕事継続意識に及ぼす影響を分析
する．調査対象は，特別養護老人ホーム 16
施設の介護職員とした．調査時期は 2013 年
8 月上旬～2015 年 3 月末までを分析した．
IBM SPSS Statistics 21 を用いて，仕事の有
能感の因子分析，各因子の属性による差を一
元配置分散分析を行う，就労継続意識と仕事
の有能感，職場内サポートを重回帰分析した． 
② 特別養護老人ホームにおける介護福祉士
有資格者の仕事意欲・やりがい感に関する分
析を行った．特別養護老人ホーム 13施設（内，
4 施設が個室・ユニット型施設）を対象とし
て分析した．IBM SPSS Statistics 21 を用い
て，因子分析を行い，得られた各因子と仕事
のやりがい感・満足感について介護福祉士有
資格者との差を分散分析した．  
③介護職員の仕事のやりがい感に関する自
由記述を質的分析する．調査協力の得られた
特別養護老人ホーム 12 施設の介護職員 330
名の自由記述に記載のあった 218 名（男性
120 名，女性 98 名）を対象とした．調査期
間は，平成25年8月～11月までを分析した．
分析方法は，自由記述回答を抽出し，内容分
析法を参考に，自由記述回答の内容を類似性
に基づいて分類した．回答者の記述全体を文
脈単位，１内容を記録単位とした．1 つの文
脈の中で,異なる内容が複数あった場合は，そ



の種類ごとに記録単位として扱った． 
④介護職員の就労継続意識に関して，質的・
量的分析を試みる．調査対象は，特別養護老
人ホーム 23 施設の介護職員とした．2013 年
8月1日～2014年3月末である.分析方法は，
自由記述のデータ解析には,計量テキスト分
析システム KH Coder（Ver. 2.Beta.32f）6)7)

を用いた.KH コーダーは,多変量解析を用い
てテキストデータを要約・提示し,探索的に
分析することができる.分析手順として,自
由記述をデータ化した後,形態素の出現頻度
を算出し,階層的クラスター分析を行った.  
⑤ユニット型特別養護老人ホームとグルー
プホームの小規模ケアの職員の意識につい
て比較する．グループホーム 5ヶ所の全介護
職員（85 名）に,無記名,郵送調査を実施し,4
週間後に回収した（回収率 98％）.仕事意欲
に関する質問紙調査を実施した.調査時期
は,2013 年 5月 14 日～2013 年 7月 18 日であ
る.分析方法は,IBM spssStatistics21により
特別養護老人ホーム介護職員の仕事の有能
感各因子「仕事の創意工夫・研鑽」「仕事の
予測・問題解決」「仕事の達成・課題遂行」「チ
ーム目標の達成・協力」「仕事の全体理解・
役割遂行」（α係数=744～.811）の下位尺度
項目について得られた結果（81 名）と，属性
との差を分析した．また,仕事継続の理由に
ついての自由記述は,内容分析を行った（③
と同様）． 
 

2)先駆的な取り組みをしている施設への訪
問調査 

先駆的な取り組みをしている施設を数か
所見学し，施設運営，システム等インタビュ
ーする． 
（1）調査対象 
①介護職員の離職率の低い特別養護老人ホ
ームに個別面接法を用いて調査する. 
②近隣諸国（韓国）においては，長期療養保
険施設の療養保護士を対象に,個別面接法を
用いて実施する.韓国は，長期療養保険制度
実施後,サービスの質向上を目指し,3 年に一
度,長期療養機関評価が実施されている 8)9)．
そこで,3 回連続して全国最優秀施設（Ａ等級
判定）を対象とした． 
（2）調査時期：2013 年 12 月 1 日～2015 年 11 月末． 
（3）調査項目 
①介護職員への就労意識質問紙調査（1）と
同じ調査項目. 

②管理者へのインタビュー項目は，職員教育
（研修時期・内容など），職場内サポート（ス
ーパーバイザー・多職種連携協力）の仕組み，
職員の人材育成に関する方針等について． 
③介護職員のインタビュー項目は，[基本項
目]年齢，性別，勤務年数，介護福祉士有資
格の有無．[介護の意識]①どんなところでや
りがい感を感じているか．今の仕事に満足し
ているか．[就労継続意識]①仕事を継続した
いか（当施設・介護の仕事）．仕事を継続す
る上で，これまでに辛かったこと（落ち込ん

だこと）．どのように乗り越えたか．どのよ
うなサポートがあると良いか等． 
(4)倫理的配慮 
調査実施にあたっては，施設代表者に本研

究の目的や実施方法調査の協力を口頭と文
書で説明し，同意を得た．また，調査対象者
には文書にて依頼し，書面で，研究の趣旨，
協力は自由意思であること，匿名性・秘密保
持，研究で得た情報は本研究の目的以外には
流用しないことを明示した． 
(5)分析方法 
得られたデータに関しては，質的分析によ

り整理した． 
 
3)介護職員の業務に関する課題調査 
1.介護職員の介助行為に関するタイムスタ
ディ調査（結果分析中） 
施設形態による介護職員の行動に関して

タイムスタディ調査を行い，ケアの実際につ
いて分析する． 
(1)調査対象：調査日の全介護職員． 
(2)調査期間：2015 年 6 月 23 日～24日． 
(3)調査方法 
 自計式によるタイムスタディ法(１分間
隔)を用いて，24 時間の介護職員の行動を記
録する．記録内容は，時系列的に「どこで」
「誰に」「何をしていたのか」を記録する． 
 分析方法は，①介護職員の滞在場所を比較
（居室，食堂・リビング，廊下など）する．    
②介護行為（食事・排泄・入浴・整容・睡眠・
コミュニケーション・活動・記録など）につ
いて，1 人の介護職員の行為の時間的連続性
について分析する． 
2.介護職員の業務意識に関する調査 
(1)調査対象：施設の全介護職員 
(2)調査期間：2015 年 6 月 23 日～2015 年 7 月 1 日． 
(3)調査項目 
[基本属性]勤務年数，介護福祉士資格 
[業務意識]①日頃介護業務の負担感と内

容，②自慢できる取り組み，③工夫している
こと等． 
 
４．研究成果 
1) 介護職員への就労意識に関する質問紙調

査・聞き取り調査 
（1）分析①：介護職員の仕事有能感の因子
構造を明らかにし,年代における就労継続意
識と仕事の有能感との関連性，仕事有能感・
職場内サポートから仕事継続意識に及ぼす
影響を分析する． 
介護の仕事は利用者との関係性を基本と

している．個々の利用者のニーズに応えるた
めには高度な知識と技術を必要とし，チーム
で連携・協力しながら課題解決していかなけ
ればならない．したがって，介護職員の有能
感は蘇ら 10)の作成した4因子と同様な因子に
分類されたと考えられる．有能感は内発的動
機付けの源流となっており，有能感を高める
ためには外部評価が関連してくる．上司から
の評価や家族・地域からの評価が介護職員の



モチベーションを高めるもとになると考え
る.特に，20 代は他の年代に比べ仕事有能感
が有意に低い傾向が見られた．利用者の適切
な介護を提供するためには，知識・技術を基
にして様々な経験を積み重ねることが有能
感を高めることにつながる．経験の積み重ね
は，介護に対する自信につながり，視野を広
げて客観的に自己分析できるようになる．経
験が重要になってくるものと推測する． 
また，上司からの適切な助言や評価により

「能力の発揮・成長」意識が高められ就労継
続意識に影響される．同僚からのサポートは，
「仕事の予測・課題解決」意識を高め，就労
継続意識に影響された．就労継続意識を高め
るためには，上司や同僚の関係性が重要であ
ることが推測される．上司や熟年介護職員か
ら適切なスーパーバイズを受ける仕組みづ
くりや，チームで課題解決できる組織づくり
の必要性が示唆された． 
 
（2）分析②特別養護老人ホームの介護福祉
士有資格者による仕事意欲，やりがい感を分
析する． 
介護職員の有能感尺度について，介護福祉

士有資格者と資格無者で比較した結果，第Ⅰ
因子「介護の信念と遂行」第Ⅱ因子「仕事の
予測・問題解決」第Ⅴ因子「知識と技術の研
鑽・発揮」で有意差が見られ，有資格者が有
意に高かった.しかし，現在の仕事の満足
感・やりがい感では，資格無者が有意に高い
結果となった． 
 Herzerg11)は，「就労意欲」に関連する 2 要
因説を挙げている.１つは，動機づけ要因と
される内在的要因（達成，承認，仕事そのも
の，責任，昇進，成長）１つは，外的要因（賃
金，作業条件，会社の方針・管理，上司・同
僚・部下との人間関係）である.有資格者の
多くは，仕事に対する満足感やその遂行に良
い影響を及ぼすとされる内在的要因が高く，
介護の専門職性に関する意識が高い可能性
が示唆された．介護職員は一般職種と比べ離
職率の高さ，賃金の低さが指摘されている 12），
外的要因等が関連して，無資格者よりも仕事
の満足度ややりがい感が有意に低い結果と
なったのではないかと推察された． 
 
（3）分析③介護職員の仕事のやりがい感に
関する自由記述を質的分析する． 
 調査協力の得られた特別養護老人ホーム
12 施設の介護職員 330 名．自由記述に記載の
あった 218 名（男性 120 名，女性 98 名）を
対象とした. 
「やりがい」の内容分類の結果，218 名の記
述を 268 記録単位に分割した． 
「やりがいは感じない（19 記録単位）」を除
外し，249 文脈単位を分析し 7 カテゴリに分
類した．その結果介護職員は，利用者や家
族・同僚等のかかわりの中から得られた肯定
的な反応・結果を受け取ることがやりがいの
実感をもたらすと考えられる．堀田 13）は，介

護職員に仕事への達成感や喜びについて聞
くと，多くの調査で「利用者の笑顔」がトッ
プであると報告しており，本研究も同様の結
果であった．  
介護職員の仕事のやりがい感は就労継続

意識を高めるものと推測される．如何にやり
がい感を高めて仕事継続していくかを検討
する必要がある． 
 
（4）分析④介護職員の就労継続意識に関し
て，質的・量的分析を試みる． 
「継続したい群」322 名（61.5%），「継続し

たくない群」68 名(13.0％)，「何とも言えな
い群」126(24.5%)だった．性別，資格の有無，
勤務形態，勤務年を X２検定したところ，20
代で「仕事を継続したくない群」が他の年代
に 比 べ 有 意 に 高 い 傾 向 が 認 め ら れ た
(P<0.001)． 
回答で得られた総抽出後数は 6,158 で，そ

のうち 448の文には異なる語数が 965あった.
介護職の就労継続意向者は，<体力継続型>
〈経験適職型〉〈充実実感型〉〈愛着継続型〉
意識が強い傾向にあった．離職意向者は，〈心
身消耗型〉〈待遇要求型〉〈疲労困憊型〉意識
が強い傾向にあることが示された．就労継続
意向者の中には，体力面の不安を感じている
者もいた． 
上司サポートが介護職のやりがい感，就労

継続意識に影響を及ぼしていることから，介
護職員がやりがい感を持って就労継続して
いくためには，職場内サポートを充実してい
く必要がある．特に，20 代で勤務年数が浅い
者が有意に低い傾向が見られたことから，適
切な時期に上司サポートが機能し，①分析よ
り有能感を高めることが重要である．今後は，
介護労働条件・環境を改善するとともに，適
切にスーパーバイズを受ける仕組みや上司
の技量を高める体制づくりが重要である 
 
（5）分析⑤グループホームの小規模ケアの
職員の意識についての分析 
本調査結果より，「仕事の予測・問題解決」

において，勤務年数が 1年未満の職員と 5年
以上の職員で有意差がみられた． 
グループホームは，ドライブや遠足，買い

物，地域にある公園での地域住民との触れ合
い，散歩など，職員の創意工夫で様々なこと
ができることが仕事の魅力となっていると
考えられる.また，個々の利用者の生活リズ
ムやその日の利用者の状況や状態に合わせ
た個別ケアが求められることから，個々の職
員の力量や判断力が必要とされる．グループ
ホームで継続して勤務することが，仕事の予
測能力と問題解決への意識の向上に繋がっ
ていると考える. 
 ユニット型特別養護老人ホームもグルー
プホームも同様な小規模ケアであるため，今
後は，特別養護老人ホームのユニットとグル
ープホームの比較分析を試みたい． 
 



2)先駆的な取り組みをしている施設への訪
問調査 
韓国の介護サービスの質の高い療養施設

の介護職員の仕事の肯定的意識を調査した． 
その結果，療養保護士の仕事の肯定的意識，
満足感に関しては，勤務年数，年齢，療護保
護士の取得資格の背景により違いが見られ
る傾向にあった． 
療養保護士の専門性を確保し，持っている

力を発揮するためには，個々の資格取得背景
や経験をふまえた研修内容の充実が示唆さ
れた．また，同僚サポートの意識が高いこと
から，職場における人間関係を重要視したチ
ームケアを実践していることが推察された. 
研修内容など職場内サポートを充実し，多

職種連携・協力体制づくりをしていくことが
求められる．やりがい感・満足感を持って仕
事継続意識を高めるためには，個々のスキル
を高められる職場内サポートの充実や組織
づくりが重要である． 
また、インタビュー結果から、職場内サポ

ートとやりがい感が,就労継続意向理由にな
っていた.療養保護士が,継続して仕事をす
るには,研修をはじめ,身近に相談しやすく
助言が得られる環境,多職種連携・協力など
職場内サポートの充実が示唆された． 
専門職としての認識向上や自己存在価値

が認められるなどで,やりがいを感じながら
就労継続することが重要である.更に，地域
と施設との連携が必要であり，地域住民の社
会資源の1つとして施設職員が有機的に機能
していることが示された． 
 
3)本研究のまとめと今後の課題 
本研究は，介護職員の就労意欲の向上にむ

けた介護現場の条件を探るために，特別養護
老人ホームの介護職員に「仕事の肯定的意
識」「職場内サポート」「就労継続意識」「仕
事のやりがい感・満足感」の質問紙調査・イ
ンタビュー調査を実施した．その結果，「仕
事の肯定的意識」「就労継続意識」は年齢を
重ね，実践力を培っていくことによって有意
に高まることが示唆された．そのためには，
職場における組織・運営のあり方を踏まえた
職場内サポートが重要性である．介護職員の
１つ１つの丁寧な実践がケアの質を高め，組
織の評価により社会的な評価へとつながる
ものと考えられる． 
 また，今日，小規模ユニットケアが有効で
あることが周知されている．伝統のある従来
型施設の介護職員を対象に行った本調査で
は，従来型施設介護職員のやりがい感・満足
感，就労継続意識が有意に高い結果となった．
職場内のサポートにより長年継続して勤務
継続することは，それまでの実践が積み上げ
られ，介護職員の就労継続意識が高まること
が推測される．したがって，単なる施設形
態・構造による影響だけではなく，個々の介
護職員の就労継続意識を維持・向上させる介
護現場の組織・運営におけるマネジメントの

あり方が重要ではないかと考える．今後は，
ユニット型施設職員の質問紙調査数を増や
すとともに，介護職員の就労継続理由をイン
タビューし，組織的なサポート体制のあり方
について分析することを課題とした．  
 現在，介護サービス従事者の過不足状況は
深刻化している．介護離れに歯止めをかけ，
介護職員が社会的に評価され， 誇りとやり
がいを持って就労継続できる組織・運営のあ
り方について更に追及し,今後の特別養護老
人ホームのケアのあり方を検討していきた
い． 
最後になりましたが，本研究調査に多大な

ご理解とご協力をいただきました特別養護
老人ホームの介護職員の皆様には大変深謝
申し上げます． 
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